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　 上 記 ス テ ッ プ １ 、 ２ で 、 上 記 検 出 セ ン サ ４ の 出 力 電 圧 が 変 化 し て い る 判 断 さ れ た 場 合
に は 、 ス テ ッ プ ４ で 車 両 が 走 行 し て い る と 判 定 し 、 次 の ス テ ッ プ ５ で 、 上 記 出 力 電 圧 が 変
化 す る 傾 向 を 見 る 。 そ し て 、 こ の ス テ ッ プ ５ で 、 こ の 出 力 電 圧 が 減 少 し て い る と 判 断 さ れ
る 場 合 に は 、 次 の ス テ ッ プ ６ で 、 こ の 出 力 電 圧 が 減 少 す る 程 度 ｛ こ の 出 力 電 圧 の 減 少 量 Si
g_DOWNが 、 例 え ば ０ ． １ 秒 間 に 所 定 の 範 囲 内 （ DOWN m a x  ＞ Sig_DOWN＞ DOWN m i n  ） で 減 少 す
る ｝ か 否 か を 判 断 す る 。 そ し て 、 こ の 減 少 の 程 度 が 所 定 範 囲 内 の 場 合 に は 、 次 の ス テ ッ プ
７ で 、 車 両 は 前 進 状 態 に あ る と 判 定 し て 、 判 定 作 業 を 終 了 す る 。 尚 、 こ の 場 合 に 、 上 記 出
力 電 圧 の 減 少 す る 程 度 か ら 、 こ の 車 両 の 前 進 速 度 を 算 出 し て も 良 い 。
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